
農水産物輸出促進計画（清水港）の概要①

農水産品輸出環境の強化

流通加工機能を備えた物流施設 リーファーコンセント電源供給装置

増加する農水産物の輸出需要に対応するため、清水港において
小口貨物積替を行う「流通加工機能を備えた物流施設」を整備
するとともに、冷蔵冷凍貨物を一時保管する「リーファーコン
テナ電源供給設備」を増設し、輸出環境を強化

輸送時間の短縮
による鮮度維持

トラックドライバー
の労働環境改善

輸出促進計画の概要
高規格幹線道路網の整備を契機とした内陸部との連携

輸出拠点港湾：清水港

政府目標達成へ貢献

２０１９年の農林水産物・食品の輸出額

１兆円

海外へ輸出本計画の目標

農水産物輸出額の目標値設定清水港における目標値

高規格幹線道路網整備効果と今後
の取組による需要掘起こしを考慮

2016年実績

９９億円
2024年目標

２００億円

農水産物輸出額

対象とする主な農水産物

農産品
茶、野菜、果物、
製造食品、飲料など

水産品
マグロ、カツオ、サバ
など

官民連携による

県西部・山梨県・長野県
荷主への

官民連携による

県西部・山梨県・長野県
荷主への

ポートマーケティング

インセンティブ補助

施設整備以外の取組
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農水産物輸出促進計画（清水港）の概要②
本計画における清水港の取組
（１）施設整備計画
①流通加工機能を備えた物流施設の整備【新設】
②リーファーコンテナ電源供給設備【増設】

（２）密接に関連する施設整備計画

①アクセス道路の整備【実施中】（事業主体：静岡市）

（３）施設整備以外の取組計画

①清水港ポートマーケティング
②清水港コンテナ航路誘致委員会によるインセンティブ補助

本計画の着実な推進を図るための体制

海貨業者

流通加工機能を備えた
物流施設の整備

清水コンテナターミナル㈱

リーファーコンテナ
電源供給設備の増設

清水港
利用促進協会

静岡県

山梨県

長野県

情報
共有

農業関連団体

漁業関連団体

商工会議所等

海貨・荷役業者

運送・倉庫業者

検定・通関業者

県内商工会議所

ＪＥＴＲＯ 等

任意団体である清水港利用促進協会を母体とし
て、山梨県、長野県と連携するとともに、農水
産物関係団体と情報共有を図る体制を構築

○ポートマーケティングやセミナーを通じ、農水産
物輸出促進ＰＲ活動を実施

○農水産物輸出希望者を全面バックアップ

○利用促進協会幹事会(月１回)において、各種取組
をフォローアップ

○問題点把握と解決策を情報共有、フィードバック
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